
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
社
会
で
生
活
し
て
い
た
際
に
は
、

病
院
等
に
も
通
わ
ず
、
入
所
後
に
医
療
を

過
剰
に
要
求
す
る
人
、
入
所
後
、
直
ち
に

外
部
病
院
で
入
院
治
療
が
必
要
な
方
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
高
率

収
容
は
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
業

務
負
担
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
当
所
だ
け
で
は
な
く
、

全
国
の
刑
事
施
設
七
十
七
庁
中
五
十
二
庁

で
刑
務
官
の
休
日
を
確
保
で
き
な
い
状
況

で
あ
り
、
当
所
に
お
い
て
も
一
昨
年
、
一

年
間
で
一
日
も
休
暇
が
取
れ
な
か
っ
た
職

員
が
二
十
九
名
も
い
る
有
様
で
し
た
。

　

刑
事
施
設
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
再
犯

防
止
に
向
け
た
総
合
対
策
の
取
組
、
女
子

刑
務
所
の
過
剰
収
容
問
題
、
勤
務
医
不
足
、

老
朽
施
設
の
整
備
問
題
な
ど
、
挙
げ
た
ら

限
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の
お
力
を

お
借
り
し
て
、
目
の
前
の
現
状
を
直
視
し
、

現
場
で
解
決
で
き
る
課
題
は
で
き
る
だ
け

現
場
で
、
一
つ
一
つ
を
克
服
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
、新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

秋
田
の
更
生
保
護
事
業
に
携
わ
る
皆
様

に
、
現
場
施
設
を
預
か
る
者
と
し
て
、
平

素
の
御
支
援
、
御
協
力
に
対
し
、
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
折
角
の
機
会
で
す
の
で
、
秋
田

刑
務
所
の
現
状
と
課
題
の
一
端
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
収
容
人
員
で
す
が
、
定
員
六
八
〇 

名
の
と
こ
ろ
現
在
五
四
〇
名
前
後
で
収
容

率
は
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
定
員
を
は

る
か
に
超
え
て
い
た
五
年
前
の
過
剰
収

容
が
嘘
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
一
方
で
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
が
初
め

て
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
加
え
て
処
遇

が
困
難
な
人
、
例
え
ば
、
粗
暴
性
の
あ
る

人
や
他
者
と
の
接
触
を
全
く
持
て
な
い
人
、

ま
た
暴
力
団
関
係
者
の
比
率
は
高
止
ま
り

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
問
題
は
、

日
本
全
体
が
高
齢
社
会
で
あ
り
、
逆
に
世

界
に
誇
れ
る
現
象
と
は
思
い
ま
す
が
、
被

収
容
者
の
場
合
に
は
、
家
族
関
係
が
破
綻

し
て
い
る
、
出
所
後
の
生
活
設
計
が
皆
無

で
在
所
中
か
ら
保
護
を
視
野
に
入
れ
処
遇

す
る
必
要
が
あ
り
、
刑
務
所
の
福
祉
関
連

業
務
は
、
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
る
と
こ

秋
田
刑
務
所
の
現
状
と
課
題

秋
田
刑
務
所
長　

藤
　
本
　
英
　
雄

巻頭言………………………………………………1
第46回秋田県更生保護大会… ………………2〜 3
更生保護関係団体の動き
　秋田県更生保護援護協会………………………4
　秋田県保護司会連合会…………………………4
　秋田至仁会………………………………………4
　秋田県就労支援事業者機構……………………4
　秋田県更生保護女性連盟………………………5

　秋田県ＢＢＳ連盟………………………………5
　秋田保護観察所…………………………………5
　一筆啓上…………………………………………6
　サポートセンターだより…………………………7
栄誉に輝く叙勲・褒章……………………………8
保護司の異動………………………………………8
謹賀新年……………………………………………8
編集後記……………………………………………8

目　次

迎
春

冬の鳥海山

秋　田　更　生　保　護（1）第 59 号 平成 26 年１月１日

更生保護法人
秋田県更生保護援護協会
（編集）
秋田更生保護編集委員会
（題字）
　小　熊　良　悦
（印刷）
　㈱アクティス

第　59　号
発　行　所

秋田市山王7－1－2

平成26年1月1日現在
保護司数　６４９名



第
四
十
六
回
　

秋
田
県
更
生
保
護
大
会

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
四
日
（
木
）

秋　田　更　生　保　護 第 59 号（2）平成 26 年１月１日
　

去
る
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
四
日

（
木
）、
秋
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、

東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
他
多

数
の
来
賓
の
御
臨
席
の
下
、
保
護
司
を
は

じ
め
と
す
る
県
下
更
生
保
護
関
係
者
約

八
〇
〇
人
の
参
加
を
得
て
、
第
四
十
六
回

秋
田
県
更
生
保
護
大
会
が
厳
粛
か
つ
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
先
立
つ
九
月
三
日
、
県
協
会
、

県
保
連
、
至
仁
会
、
県
機
構
、
県
更
女
、

県
Ｂ
連
に
よ
る
更
生
保
護
団
体
連
絡
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
大
会
準
備
委
員
会
を
発

足
、
こ
の
日
ま
で
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

工
藤
悠
子
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に
は
じ
ま
り
、

続
い
て
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
県
推
進
委
員
会
優
秀
賞
の

佐
藤
優
光
さ
ん
（
鹿
角
市
立
花
輪
北
小
六

年
）、
菊
地
美
貴
さ
ん
（
潟
上
市
立
羽
城
中

一
年
）
が
作
文
を
朗
読
し
、
お
二
人
を
含

む
入
賞
者
六
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
浜

島
幸
彦
委
員
長
か
ら
「
再
犯
防
止
と
更
生

保
護
」
と
題
し
ま
し
て
御
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
顕
彰
式
典
に
移
り
、
県
下
の

更
生
保
護
事
業
に
御
功
績
の
あ
っ
た
方
々

の
顕
彰
を
行
い
ま
し
た
。

■
顕
　
彰

○
叙
勲
・
褒
章

　

・
瑞
宝
双
光
章
（
更
生
保
護
功
労
）
二
名

　

・
藍
綬
褒
章 

（
更
生
保
護
功
績
）
二
名

○
法
務
大
臣
表
彰
（
保
護
司
） 

十
三
名

○
法
務
大
臣
感
謝
状
（
民
間
篤
志
家
） 

一
名

■
そ
の
他

○
保
護
司 

延
べ
百
八
十
名

○ 

保
護
司
内
助
功
労

者 

二
十
六
名

○ 

更
生
保
護
法
人
役

職
員 

六
名

○
更
生
保
護
女
性
会
員

百
四
十
名

○
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員

三
名

○
民
間
協
力
者

一
名

○
社
明
民
間
協
力
者

一
団
体

　

以
上
の
方
々
に
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
状
等
が

＊
秋
田
県
推
進
委
員
会
（
優
秀
賞
）

▽
小
学
生
の
部

　

秋
田
市
立
築
山
小
学
校
六
年原

田　

風
音

　
　「
あ
い
さ
つ
・
礼
儀
・
感
謝
の
心
」

　

鹿
角
市
立
花
輪
北
小
学
校
六
年

佐
藤　

優
光

　
　「
犯
罪
を
な
く
す
た
め
に
自
分
は
」

　

湯
沢
市
立
湯
沢
東
小
学
校
六
年

永
嶋　

早
希

　
　「『
あ
り
が
と
う
』
の
心
」

▽
中
学
生
の
部

　

潟
上
市
立
羽
城
中
学
校
一
年菊地　

美
貴

　
　「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」

　

三
種
町
立
琴
丘
中
学
校
二
年川田　

知
生

　
　「
一
言
の
勇
気
」

　

大
仙
市
立
協
和
中
学
校
三
年茂木

里
佳
子

　
　「『
希
望
の
町
』
に
す
る
た
め
に
」

第
六
十
三
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

★
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

会場正面

受付開始です

開会を待つばかり

工藤県更女副会長の開会のあいさつ
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授
与
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

受
彰
者
を
代
表
し
て
潟
上
湖
東
地
区
保
護

司
会
の
鎌
田
豊
保
護
司
か
ら
謝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。

　

御
来
賓
の
う
ち
、
東
北
地
方
更
生
保
護

委
員
会
浜
島
幸
彦
委
員
長
ほ
か
三
名
か
ら

御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
大
会
宣
言
文
を
秋
田
県
Ｂ
Ｂ

Ｓ
連
盟
竹
中
洋
平
事
務
局
次
長
が
読
み
上

げ
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
最
後
に
秋
田

県
保
護
司
会
連
合
会
戸
舘
忠
副
会
長
の
閉

会
の
言
葉
に
よ
り
第
四
十
六
回
秋
田
県
更

生
保
護
大
会
の
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
大
会
の
準
備
・
運
営
に
は
秋

田
地
区
保
護
司
会
・
秋
田
地
区
更
生
保
護

女
性
の
会
の
御
協
力
が
あ
り
ま
し
た
こ
と

を
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。（
文
責　

新
野
）

浜島委員長の講演

全保連表彰の伝達

社明作文の朗読中

受彰者を代表して謝辞

国歌斉唱
法務大臣表彰受彰者の皆様

宮原県保連会長の式辞

太田県更女会長からの表彰

第47回秋田県更生保護大会

平成26年 11月19日（水）
秋田市文化会館（大ホール）にて

開催されます



・ 

社
明
モ
デ
ル
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
別
更

生
保
護
研
究
会
結
果
報
告

・ 

地
域
推
進
事
業
「
寺
子
屋
デ
ー
」
結

果
報
告
等

★�

東
北
管
内
保
護
司
連
合
会
会
長
・
事
務
局

長
等
会
議

○
日
時　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
一
・
十
二
日

○
場
所　

秋
田
温
泉
さ
と
み

○
県
保
連
三
役
が
出
席

○
主
な
内
容
・
協
議
事
項

　

保
護
司
組
織
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の

方
策
に
つ
い
て

　

各
県
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

★
新
理
事
の
紹
介

　

進
藤　

亜
津
子
（
能
代
）

平
成
二
十
五
年
九
月
十
一
日
付
け

「
反
省
か
ら
新
た
な
経
営
を
目
指
し
て
」

施
設
長　

秩
父　

孝
郎

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
、
更
生
保
護
施
設
を
取
り
巻
く
情
勢

は
誠
に
厳
し
く
、
正
に
経
営
の
正
念
場
と

も
言
え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

と
言
う
の
は
、
平
成
二
十
四
年
度
に
突

然
の
信
じ
が
た
い
大
幅
な
委
託
事
務
費
の

減
額
に
端
を
発
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
す
る
反
発
や
意
見
・
異
論
は

大
い
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
当
施
設
に
お
け
る
経
営
姿

勢
・
努
力
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
と
い
う

疑
問
が
あ
り
、
私
ど
も
は
素
直
に
反
省
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

更
生
保
護
施
設
職
員
と
し
て
の
自
覚
、

処
遇
の
プ
ロ
と
し
て
等
々
。
真
に
更
生
保

護
施
設
で
あ
っ
た
の
か
。
な
ど
の
多
く
の

反
省
点
が
見
え
て
き
た
の
で
す
。

　

委
託
事
務
費
の
減
額
措
置
は
誠
に
厳
し

い
も
の
で
す
が
、
保
護
局
か
ら
こ
の
よ
う

な
形
で
、こ
れ
ま
で
を
反
省
し
た
ら
と
、「
活

を
入
れ
ら
れ
た
」
思
い
で
し
た
。

　

秋
田
至
仁
会
は
こ
れ
ら
の
反
省
を
踏
ま

え
、
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
大
変
動
期
の
平
成
二
十
四
年
度
は
、

秋
田
保
護
観
察
所
、
更
生
保
護
関
係
諸
機

関
・
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
の

も
と
、
施
設
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
こ
の

逆
風
の
中
、
か
つ
て
な
い
程
の
経
営
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
私
は
本
年
十
月
か
ら
、「
更
生
保

護
施
設
の
今
後
の
在
り
方
検
討
会
」
と
い

う
会
議
の
構
成
員
と
し
て
、
来
年
の
九
月

ま
で
毎
月
一
回
、
東
京
で
の
会
議
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
私
ご
と
き
が
と
い
う
思
い

と
、
体
は
キ
ツ
イ
の
で
す
が
、
現
場
の
生

の
声
を
微
力
で
は
あ
っ
て
も
、
今
後
の
よ

り
よ
い
更
生
保
護
施
設
運
営
の
た
め
と
、

老
体
に
鞭
打
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

皆
様
、
本
年
も
秋
田
至
仁
会
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
か
ら
、
当
機
構
の
活
動
に
対
し
御

た
し
ま
す
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に
、

多
く
の
賛
助
会
員
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

★
第
二
回
理
事
会

○
日
時　

平
成
二
十
五
年
九
月
十
一
日

○
場
所　

秋
田
保
護
観
察
所

○
主
な
協
議
事
項

　

第
四
十
六
回
秋
田
県
更
生
保
護
大
会

開
催
に
つ
い
て

★
地
区
保
護
司
会
長
等
連
絡
協
議
会

○
日
時　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日

○
場
所　

ア
キ
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

○
協
議
事
項

 

平
成
二
十
五
年
七
月
以
降
に
ご
寄
附
を
寄

せ
ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
金
　
三
十
万
円

宮
原　

文
彌　
様

一
金
　
十
万
円

田
子　
　

誠　
様　
　

伊
藤　

富
司　
様

　

色
鮮
や
か
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
一

報
い
た
だ
け
れ
ば
地
区
会
等
へ
お
送
り
い
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司
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察
官
の
御
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結

成
五
十
周
年
記
念
祝
賀
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
後
、

東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会
の

各
分
科
会
の
報
告
、
更
生
保
護
女
性
会
員

中
央
研
修
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後

の
研
修
は
「
更
生
保
護
の
ル
ー
ツ
を
探
る
」

と
題
し
て
の
講
話
を
前
秋
田
県
保
護
司
会

連
合
会
会
長
、
目
黒　

勵
氏
よ
り
拝
聴
し

ま
し
た
。
秋
田
県
を
中
心
と
し
た
更
生
保

護
の
お
話
で
会
員
一
同
、
更
生
保
護
へ
の

思
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

★
キ
ャ
ピ
ッ
ク
展

　

七
月
七
日
、
秋
田
刑
務
所
で
開
催
。
学

生
会
員
が
多
数
参
加
。

★�

第
六
十
三
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

月
間

　

七
月
一
日
、
秋
田
駅
に
お
い
て
駅
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
。

★
第
五
十
四
回
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
中
央
研
修
会

　

九
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日
、
東
京
の

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

行
わ
れ
、
竹
中
事
務
局
次
長
が
参
加
。

★
第
四
十
六
回
秋
田
県
更
生
保
護
大
会

　

十
一
月
十
四
日
、
秋
田
市
文
化
会
館
に

お
い
て
大
学
四
年
次
の
学
生
三
名
が
秋
田

保
護
観
察
所
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、

竹
中
事
務
局
次
長
が
大
会
宣
言
を
行
っ
た
。

★
ハ
ン
グ
・
ル
ー
ズ
青
年
教
室

　

青
少
年
の
健
全
育
成
・
自
立
支
援
活
動

と
し
て
「
心
の
ケ
ア
」
を
目
的
に
青
年
教

室
を
開
講
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
青
少
年
た
ち
と
地
域

の
伝
統
行
事
、
清
掃
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
交
流
を
行

っ
て
い
る
。
十
一
月
十
七
日
に
は
秋
田
市

広
面
の
ロ
ッ
ク
ン
ボ
ウ
ル
を
会
場
に
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
行
う
。
十
二
月
十
五
日
に

は
秋
田
大
学
広
面
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
を
行
う
。

　

少
年
や
利
用
者
か
ら
の
関
心
が
非
常
に

強
く
、
参
加
者
は
総
勢
で
毎
月
三
十
名
を

超
え
る
盛
況
振
り
。今
年
度
か
ら
ハ
ン
グ
・

ル
ー
ズ
だ
よ
り
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
会
長
交
代

　

大
沢
和
浩
→
菅
原　

大
（
十
月
二
十
六
日

付
け
）

★�

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
新
設
に

向
け
て

　

平
成
二
十
六
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、

全
国
で
新
た
に
一
〇
〇
箇
所
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
先
に
県
内
各
地
区
保
護
司
会
に
対
し

て
、
サ
ポ
セ
ン
設
置
に
向
け
て
の
準
備
状

況
等
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
な
さ
れ
ま
し
た

が
、
準
備
を
前
倒
し
し
て
早
期
開
設
を
目

指
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
護
司
会
か
ら
各
自
治
体
に
協
力
を
求

め
る
際
に
は
、
県
連
合
会
や
保
護
観
察
所

も
積
極
的
に
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
事
務
局
機
能
を
中
心
と
し
た
拠

理
解
と
御
支
援
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
事
業
と
し
て
は
、
身
元
保
証
制

度
に
よ
る
保
護
観
察
対
象
者
等
へ
の
就
労

機
会
の
提
供
が
、
す
で
に
昨
年
度
の
実
績

を
上
回
る
雇
用
数
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

加
え
ま
し
て
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
行
っ

た
事
業
主
へ
の
助
成
も
三
件
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
八
月
六
日
及
び
十
二
月

十
七
日
に
秋
田
保
護
観
察
所
に
お
い
て
実

施
し
た
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
に
当
機
構
の

理
事
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
、
保
護
観
察

対
象
者
等
の
求
職
活
動
の
援
助
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、
昨

年
度
か
ら
引
き
続
い
て
メ
モ
帳
を
作
成
し

て
関
係
者
へ
お
配
り
し
た
ほ
か
、
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
や
秋
田
県
更
生
保
護
大

会
な
ど
の
後
援
を
行
う
な
ど
、
着
実
に
事

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

当
機
構
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
保
護
観
察
対
象
者
等
の
雇
用
に
協
力
を

い
た
だ
け
る
協
力
雇
用
主
の
開
拓
に
努
め

る
と
と
も
に
、
少
し
で
も
雇
用
し
て
い
た

だ
き
や
す
い
環
境
整
備
に
よ
り
一
層
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
に

当
機
構
の
活
動
に
対
す
る
御
理
解
や
御
支

援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

★
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　

九
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日
、
岩
手
県

盛
岡
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
秋
田
県
よ

り
太
田
宥
子
会
長
を
始
め
、
十
名
の
会
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
更
生
保
護
女
性

連
盟
狩
野
安
会
長
よ
り
、
結
成
五
十
周
年

に
関
し
て
祝
賀
会
、
式
典
、
皇
后
陛
下
の

更
生
保
護
に
対
す
る
お
気
持
を
お
話
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
研
修
の
主
題
は
「
こ
れ
か

ら
の
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
に
つ
い

て
」。
副
題
は
第
一
分
科
会
「
行
動
す
る
更

生
保
護
女
性
会
の
組
織
に
つ
い
て
」、
第

二
分
科
会
「
地
域
社
会
に
お
け
る
更
生
保

護
女
性
会
と
関
係
団
体
と
の
連
携
に
つ
い

て
」、
第
三
分
科
会
「
仲
間
を
増
や
す
た
め

の
地
域
社
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
」
で
は

記
録
を
横
手
地
区
大
和
谷
道
子
会
長
、
結

果
報
告
を
秋
田
地
区
澤
口
秩
子
会
員
が
担

当
、
第
四
分
科
会
「
子
育
て
支
援
の
現
状

と
地
域
社
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
」
の
司

会
を
角
館
地
区
髙
橋
淑
江
会
長
が
担
当
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
熱
心
な

討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

★
更
生
保
護
女
性
会
員
中
央
研
修

　

十
月
八
日
～
十
日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
フ

ロ
ラ
シ
オ
ン
青
山
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
天
王
地
区
大
渕
洋
子
会
長
、
美
郷

地
区
藤
谷
純
子
会
長
と
更
生
保
護
女
性
連

盟
結
成
五
十
周
年
を
記
念
し
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
県
連
盟
工
藤
悠
子
副
会
長
と
伊

藤
昭
子
役
員
も
参
加
し
ま
し
た
。

★
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
員
研
修
会

　

十
一
月
六
日
、
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に

て
県
内
各
地
区
よ
り
会
員
一
一
五
名
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
保
護
観

察
所
杉
山
勝
彦
所
長
、
藤
原
淳
哉
保
護
観
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点
と
し
て
、
ま
ず
は
場
所
の
確
保
を
進
め

て
い
た
だ
き
、
い
つ
で
も
サ
ポ
セ
ン
の
指

定
が
受
け
ら
れ
、
企
画
調
整
保
護
司
が
配

置
で
き
る
よ
う
、
保
護
司
会
内
で
の
気
運

を
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

よ
り
充
実
し
た
保
護
司
活
動
の
た
め
、

保
護
司
一
人
一
人
と
地
域
社
会
と
の
懸
け

橋
と
な
る
場
所
が
各
地
区
に
誕
生
す
る
よ

う
、
皆
様
の
御
理
解
・
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★�

新
施
策
・
刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度
と

社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て

　

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

平
成
二
十
五
年
六
月
十
三
日
、
先
の
第

百
八
十
三
通
常
国
会
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ

る
「
刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度
」
に
関
す

る
法
案
が
成
立
し
ま
し
た
。
同
年
六
月

十
九
日
に
公
布
さ
れ
、
こ
の
日
か
ら
三
年

以
内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
定
の
条
件
下
で
、
裁
判
所

が
刑
の
一
部
の
執
行
を
猶
予
す
る
判
決
を

言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
制
度
で
、

対
象
と
な
る
の
は
①
薬
物
使
用
等
の
罪
を

犯
し
た
者
、
②
比
較
的
罪
の
軽
い
初
犯
者

で
、
本
刑
が
三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
禁

錮
刑
の
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。例
え
ば
「
懲

役
二
年
、
う
ち
六
か
月
は
刑
の
執
行
を
二

年
間
猶
予
す
る
」
と
い
う
判
決
の
場
合
、

一
年
半
の
間
刑
務
所
で
服
役
し
、
そ
の
後

は
保
護
観
察
を
受
け
な
が
ら
社
会
内
で
無

事
に
二
年
間
過
ご
す
と
、
猶
予
さ
れ
た
六

か
月
に
つ
い
て
刑
の
言
い
渡
し
が
な
か
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
狙
い
は
、
社
会
復
帰
し
た

元
受
刑
者
の
再
犯
を
減
ら
す
こ
と
、
特
に

再
犯
率
の
高
い
薬
物
事
犯
者
の
再
犯
を
減

ら
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
再
犯
者
の
多
く
は
、
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
築
け

ず
自
己
有
用
感
も
低
い
と
い
う
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
刑
の
一
部
執
行

猶
予
に
よ
り
保
護
観
察
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
者
も
含
み
、
保
護
観
察
対
象
者
が

社
会
貢
献
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
、
特

別
遵
守
事
項
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
貢
献
活
動

に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
刑
の
一
部

執
行
猶
予
制
度
よ
り
も
一
年
早
く
施
行
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
、
遵
守
事
項
と
し
て
の
義
務
化
が

施
行
さ
れ
る
ま
で
、
秋
田
保
護
観
察
所
で

は
、
現
在
試
行
と
い
う
形
で
社
会
貢
献
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

社
会
貢
献
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
対
象

者
の
改
善
更
生
に
資
す
る
と
所
長
が
判
断

し
た
場
合
、
対
象
者
本
人
の
同
意
を
得
て
、

社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
加
を
生
活
行
動
指

針
に
定
め
る
形
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

① 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
大
平
荘
（
秋
田

市
）

　

六
月
か
ら
十
月
に
掛
け
て
計
五
回
活
動

し
ま
し
た
。
窓
ガ
ラ
ス
清
掃
、
菜
園
農
耕
、

夏
祭
り
会
場
設
営
等
の
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
対
象
者
は
延
べ
十
一
人
（
実
人
数
は

三
人
）
参
加
し
ま
し
た
。

　

散
歩
の
道
す
が

ら
、
秋
田
駅
ぽ
ぽ

ろ
ー
ど
に
夕
日
が
差

し
込
ん
で
、
行
き
交

う
人
々
の
陰
影
が
鮮

明
に
映
り
だ
さ
れ
て

い
た
。

　

背
後
か
ら
突
然
「
川
村
先
生
」
と
呼
ぶ

声
が
し
た
。
振
り
返
る
と
、
な
ん
と
私
が

数
年
前
に
担
当
し
た
保
護
観
察
対
象
者
の

Ｉ
さ
ん
だ
っ
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
再
会
だ

が
、
そ
の
表
情
は
柔
和
で
別
人
の
よ
う
に

変
身
し
て
目
を
疑
っ
た
。
こ
の
偶
然
の
挨

拶
が
身
に
沁
み
て
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
無

視
や
避
け
な
か
っ
た
彼
の
心
意
気
に
胸
を

焦
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ベ
ン
チ
に
座
り
消
息
を
聞
く
と
「
久
し

ぶ
り
で
す
。
元
気
そ
う
で
、
そ
の
節
は
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
後
、
県
外
に

転
出
し
て
仕
事
に
従
事
し
、
復
縁
も
し
ま

し
た
。
息
子
夫
婦
の
協
力
も
あ
っ
て
古
家

を
購
入
し
、
今
一
緒
に
住
ん
で
い
ま
す
。

幸
せ
で
す
ね
え
ー
。
実
は
母
の
三
回
忌
で

秋
田
に
来
て
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。

　

こ
ぼ
れ
る
笑
顔
の
話
し
ぶ
り
に
小
生
の

心
が
風
船
の
よ
う
に
膨
ら
ん
で
、
思
わ
ず

彼
の
肩
を
ポ
ン
と
叩
い
た
。
保
護
司
だ
っ

て
、
た
ま
に
は
と
き
め
い
た
り
、
口
笛
を

ふ
き
た
く
な
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
満
足

し
た
。

　

あ
れ
は
確
か
枯
葉
の
舞
い
散
る
季
節

だ
っ
た
と
思
う
。
初
回
面
接
の
印
象
は
暗

く
、
情
疑
心
の
強
い
目
付
き
で
、
愚
痴
や

文
句
や
不
満
を
並
べ
、
心
模
様
は
雲
の
よ

う
に
複
雑
で
定
ま
り
が
な
か
っ
た
。
こ
の

分
で
い
け
ば
更
生
の
道
の
り
は
険
し
く
遠

の
く
で
あ
ろ
う
と
覚
悟
し
た
。

　

し
か
し
、ほ
ろ
苦
い
思
い
も
あ
っ
た
が
、

会
う
た
び
に
口
調
が
優
し
く
な
り
、
表
情

が
豊
か
に
な
っ
て
素
直
さ
を
増
し
た
。
凍

て
つ
い
た
心
が
溶
け
始
め
た
の
で
あ
る
。

二
年
間
の
終
り
に
彼
は
正
座
し
て
こ
う
切

り
だ
し
た
。「
私
は
こ
れ
ま
で
何
回
も
家

族
を
裏
切
り
、
違
法
行
為
を
し
て
き
た
。

あ
る
時
、
老
い
た
母
の
厳
し
い
叱
責
と
号

泣
で
眼
が
覚
め
ま
し
た
。
も
う
絶
対
悪
い

こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
信
じ
て
下
さ
い
」
と

涙
声
で
誓
っ
た
姿
が
今
も
な
お
、
私
の
網

膜
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。

　

時
は
流
れ
て
幾
つ
か
の
試
練
を
乗
り
越

え
、
辿
り
つ
い
た
で
あ
ろ
う
自
信
あ
る
語

り
は
、
更
生
の
証
し
に
違
い
な
い
と
意
を

強
く
し
た
の
で
あ
る
。

　

人
は
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
自
力
と
環
境

で
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
実
例

に
、
保
護
司
と
し
て
の
誇
り
と
、
高
揚
感

一
杯
の
出
会
い
だ
っ
た
。

　

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
就
任
し

て
十
六
年
が
経
過
し
た
。
当
時
、
更
生
保

護
団
体
の
存
在
や
、
保
護
司
の
名
も
知
る

由
も
な
か
っ
た
。
頑
く
な
に
推
薦
を
拒
否

し
た
私
で
あ
る
が
、
こ
の
道
に
入
り
多
く

の
人
と
関
わ
り
、
寄
り
添
い
な
が
ら
人
間

の
業
と
哀
切
を
噛
み
締
め
た
。
追
憶
の
滲

ん
だ
貯
金
も
重
ね
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
頂
い
た
こ
と
に
む
し
ろ
感
謝
し
て
い

る
。
失
敗
も
成
功
も
あ
っ
た
が
手
探
り
で

空
し
い
期
待
、
か
な
わ
ぬ
願
い
に
希
望
を

託
し
た
遠
い
日
が
な
ん
と
も
懐
か
し
い
。

　

こ
の
た
び
、
無
事
停
年
を
迎
え
白
髪
を

な
で
な
が
ら
思
う
こ
と
は
、
絶
え
間
な
く

続
く
犯
罪
や
、
非
行
の
激
減
。
そ
し
て
、

保
護
司
活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
慈
し
み
の

心
と
、
濃
密
な
意
志
で
信
頼
を
構
築
す
る

こ
と
に
尽
き
る
と
い
う
結
論
だ
っ
た
。

　

で
も
誰
か
が
言
っ
た
。「
対
象
者
は
ま

ま
な
ら
な
い
か
ら
な
あ
ー
」
っ
て
。
そ
の

通
り
紛
れ
も
な
い
事
実
だ
が
、
そ
れ
で
も

そ
の
人
を
信
じ
よ
う
、
病
ん
だ
心
が
癒
さ

れ
る
だ
ろ
う
か
ら
…
。

秋
田
地
区
保
護
司
会
（
東
地
区
会
）

元
保
護
司
　
川
村
　
泰
三

一
筆
□
上
啓

出
会
い
、
そ
し
て
別
れ
。
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動
し
ま
し
た
。
車
椅
子
の
清
掃
、
喫
茶
室

や
夏
祭
り
会
場
設
営
の
手
伝
い
等
を
行
い

ま
し
た
。
対
象
者
は
延
べ
十
二
人
（
実
人

員
は
三
名
）
参
加
し
ま
し
た
。

　

以
上
五
か
所
で
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
参
加
の
対
象
者
は
み
な
熱
心
に
取
り

組
み
、
周
囲
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
声

を
掛
け
ら
れ
る
と
照
れ
く
さ
そ
う
に
は
に

か
ん
で
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
場
所
に
お
い

て
、
社
会
貢
献
活
動
担
当
保
護
司
を
始
め

と
す
る
多
く
の
保
護
司
、
更
生
保
護
女
性

会
員
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
何
よ
り
も
社

会
貢
献
活
動
の
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き

快
く
場
所
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
各
施

設
の
皆
さ
ん
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
活
動
場
所
・
活
動
の
種
類
の
新

規
開
拓
が
大
き
な
課
題
で
す
が
、
引
き
続

き
、
御
理
解
・
御
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

② 

ひ
だ
ま
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
秋

田
市
）

　

十
月
か
ら
十
二
月
に
掛
け
て
計
五
回
活

動
し
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ

の
給
茶
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
掛
け
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
の
手
伝
い
等
を
行
い
ま
し
た
。
対
象

者
は
延
べ
十
人
（
実
人
員
は
四
人
）
参
加

し
ま
し
た
。

③ 

居
宅
総
合
福
祉
施
設
か
い
せ
い
（
男
鹿

市
）

　

六
月
か
ら
十
月
に
掛
け
て
計
五
回
活
動

し
ま
し
た
。
車
椅
子
の
清
掃
、
窓
ガ
ラ
ス

清
掃
、
洗
濯
物
畳
み
等
の
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
対
象
者
は
延
べ
十
人
（
実
人
員
は

二
名
）
参
加
し
ま
し
た
。

④
県
北
報
公
会
吉
野
郷
（
北
秋
田
市
）

　

七
月
か
ら
十
一
月
に
掛
け
て
計
五
回
活

動
し
ま
し
た
。窓
ガ
ラ
ス
清
掃
、菜
園
農
耕
、

お
茶
会
の
手
伝
い
等
を
行
い
ま
し
た
。

⑤
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
す
こ
や
か
横
手

　
（
横
手
市
）

　

七
月
か
ら
十
一
月
に
掛
け
て
計
五
回
活

◀
秋
田
地
区

セ
ン
タ
ー
長　

栁
沢　

和
子

　

秋
田
地
区
保
護
司
会
活
動
の
拠
点
と
し

て
開
所
し
て
か
ら
二
年
を
終
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
七
人
の
企
画
調
整
保
護
司
の
駐

在
日
を
、
二
か
月
毎
に
当
番
を
決
め
、
日

程
に
沿
っ
て
、
常
日
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
機
能
に
応
じ
た
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
活
用
状
況
を
紹
介
す
る
と
、
保

護
司
同
士
の
処
遇
会
議
・
自
主
研
修
・
理

事
会
等
、
保
護
司
か
ら
の
相
談
に
対
す
る

支
援
・
保
護
観
察
対
象
者
と
の
面
接
・
薬

物
家
族
会
等
、
各
種
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
今
年
度
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の

来
訪
者
五
七
〇
人
の
更
生
保
護
活
動
の
実

施
に
、
企
画
調
整
保
護
司
が
円
滑
に
対
応

し
効
果
的
な
体
制
に
整
え
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
個
々
の
保
護
司
が
活
動
で
き
る
支
援

体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、

保
護
司
へ
の
発
信
手
段
と
し
て
、
こ
の
度

「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
秋
田
」
だ
よ
り
第
一

号
を
発
行
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
保
護
司

の
来
所
促
進
と
地
域
事
情
に
応
じ
た
効
率

的
な
運
営
が
で
き
る
活
動
拠
点
を
念
じ
て

い
る
。

◀
横
手
地
区

セ
ン
タ
ー
長　

髙
橋　

勝
己

　

横
手
地
区
に
「
横
手
更
生
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
、
早
、
一
年

４
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
し
、
定
例
会
議
を
開

催
し
て
き
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
会

合
等
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

定
期
駐
在
、
対
象
者
と
の
面
談
、
交
通

短
期
講
習
、
新
任
保
護
司
へ
の
助
言
、
三

役
会
議
、
企
画
調
整
会
議
、
各
部
会
や
更

生
保
護
女
性
会
の
会
合
等
で
す
が
、
何
と

言
っ
て
も
、
最
も
便
利
に
活
用
さ
れ
て
い

る
の
は
、
保
護
司
会
の
事
務
局
が
設
置
さ

れ
、
企
画
調
整
保
護
司
が
日
替
わ
り
で
常

駐
し
、
い
つ
で
も
保
護
司
同
士
の
意
見
や

情
報
交
換
が
自
由
に
で
き
る
場
が
で
き
た

こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
す
べ
て
の
保
護
司
が
気
楽
に
集

ま
っ
て
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
、
今
ま
で
一
堂

に
会
す
る
「
場
」
が
な
く
、
会
員
相
互
の

交
流
が
薄
い
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
層

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

サ
ポ
セ
ン
は
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
で
は
な

く
、
横
手
市
の
公
共
施
設
を
お
借
り
し
て

い
る
た
め
、
土
日
に
利
用
で
き
ず
、
対
象

者
と
の
面
談
等
の
利
用
が
限
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
や
、
担
当
保
護
司
宅
よ
り
遠
距
離

に
な
る
対
象
者
か
ら
は
、「
セ
ン
タ
ー
よ
り

先
生
の
お
宅
に
訪
問
し
ま
す
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
て
の
活
動
も
徐
々
に
裾
野
が
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
あ
ま
り
活
発
で
な

か
っ
た
関
係
機
関
・
団
体
に
積
極
的
に
連

携
、
訪
問
し
、
定
期
的
に
発
行
し
て
お
り

ま
す
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
「
つ

く
し
ん
ぼ
う
」
を
届
け
る
な
ど
し
て
、
交

流
を
促
進
し
て
お
り
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
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編
集
委
員

　
　
　

櫻
田　

元
宏　
　

加
賀
谷
文
秋

　
　
　

新
野　

建
臣　
　

伊
藤　

昭
子

　
　
　

北
林　

暢
子　
　

五
十
嵐　

達

　
　
　

菊
地　

皆
美

編
集
後
記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

良
き
年
を
お
迎
え
で
き
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

眼
蔵
八
大
人
覚　

寂
静
に
つ
い
て

「
諸
々
の　

憒
閙
を
離
れ
て
、
独
り
空
間
に
処

す
る
を
、
楽
寂
静
と
名
づ
く
」
と
あ
り
ま
す
。

　

寂
静
の
寂
は
人
の
声
も
聞
こ
え
な
い
と
ゆ

う
よ
う
な
ご
く
静
か
な
、
も
う
こ
の
天
地
、

宇
宙
間
が
何
の
音
も
無
く
静
ま
り
返
る
「
探

知
同
根
、
萬
物
一
体
ノ
現
成
」
こ
れ
が
「
寂
」

で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
息
を
引
き
取
っ
た
後

を
入
寂
と
申
し
ま
す
が
、
ま
さ
し
く
そ
の
通

り
で
あ
り
ま
す
。
寂
静
の
「
静
」
は
静
か
な

と
い
う
字
で
、「
審
な
り
」
と
い
う
意
味
合
い

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
び
ら
か
に
正
し
く
と
。

　

た
だ
「
静
」
は
静
か
と
い
う
こ
と
の
み
で

は
な
し
で
、
そ
の
も
の
を
つ
ま
び
ら
か
に
す

る
。
何
事
も
落
ち
度
が
無
く
行
き
渡
っ
て
お

る
こ
と
が
こ
の「
静
」と
い
う
字
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

櫻
田　

元
宏

保
護
司
の
異
動

　

瑞
宝
双
光
章
　（
更
生
保
護
功
労
）

岩　

舘　

祖　

芳

（
鹿
角
地
区
保
護
司
）

　

藍
　

綬
　

褒
　

章
　（
更
生
保
護
功
績
）

嶋　

田　

久　

成

（
大
館
地
区
保
護
司
）

更
生
保
護
以
外
の
功
労

瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

　

板
垣　

文
穂
（
秋
田（
東
）地
区
保
護
司
）

栄
誉
に
輝
く

　叙
勲
・
褒
章

秋
の
叙
勲
・
褒
章

（
平
成
25
年
11
月
３
日
）

　
平
成
二
十
五
年
秋
の
叙
勲
及
び
褒

章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
管
内
の
更
生

保
護
関
係
者
の
方
々
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
永
年
の
御
功
労
・
御
功
績
に
よ
り

め
で
た
く
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
な
お
一
層
の
御
健
勝
と
御

活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。（敬

称
略
）

退
　
任
（
平
成
25
年
７
月
以
降
）

　

次
の
方
々
が
保
護
司
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
御
尽
力
に
対
し
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
御
健
勝
を

祈
念
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

平
成
25
年
９
月
30
日
依
願
解
嘱

坂　

本　

邦　

子
（
角　
　
　

館
）

平
成
25
年
11
月
30
日
任
期
満
了

川　

村　

泰　

三
（
秋
田〔　
東　
〕）

藤　

島　

英　

治
（
秋
田〔　
東　
〕）

渡　

部　

庄　

亮
（
秋
田〔
中
央
〕）

石　

澤　

フ
サ
子
（
秋
田〔
中
央
〕）

佐　

藤　

一　

則
（
秋
田〔
中
央
〕）

鈴　

木　

泰　

良
（
能　
　
　

代
）

佐　

藤　

清　

德
（
能　
　
　

代
）

田　

中　

仁　

純
（
能　
　
　

代
）

吉　

田　
　
　

充
（
大　
　
　

館
）

田　

中　

キ
ヨ
ヱ
（
鹿　
　
　

角
）

髙　

橋　

功　

二
（
横　
　
　

手
）

佐　

藤　

公　

晴
（
横　
　
　

手
）

新
　
任
（
平
成
25
年
12
月
１
日
）

　

次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
の
御
活
躍
に

期
待
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

廣　

嶋　
　
　

司
（
潟　
上　
湖　
東
）

渡　

邊　

紫　

山
（
能　
　
　

代
）

安　

宅　

正　

司
（
能　
　
　

代
）

村　

田　

和　

久
（
大　
　
　

館
）

佐　

藤　

勝　

幸
（
北　

秋　

田
）

下
川
原　

常　

雄
（
鹿　
　
　

角
）

今　

坂　

博　

光
（
鹿　
　
　

角
）

伊　

藤　

正　

悦
（
本　
　
　

荘
）

佐　

藤　

宗　

男
（
湯　
　
　

沢
）

中　

村　

啓　

子
（
角　
　
　

館
）

敬
　
弔

　

故　

吉
田　

俊
龍　
（
鹿
角
）

　

従
六
位
（
民
生
・
児
童
委
員
）

平
成
25
年
10
月
19
日
（
享
年
77
歳
）

　

故　

畠
山　

忠
久
（
大
館
）

平
成
25
年
11
月
６
日
（
享
年
72
歳
）

死
亡
叙
位（
平
成
25
年
８
月
２
日　

享
年
92
歳
）

正
六
位
（
更
生
保
護
功
労
）

　

荻
津　

寄
葊
（
元
横
手
地
区
保
護
司
）
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謹
　

賀
　

新
　

年

秋
田
保
護
観
察
所
長 

杉
山　

勝
彦

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長宮

原　

文
彌

更
生
保
護
法
人
秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会
理
事
長

小
畑　
　

悟

更
生
保
護
法
人
秋
田
至
仁
会
理
事
長

平
澤　

健
治

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構
会
長

小
畑　
　

悟

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長太田　

宥
子

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長 

菅
原　
　

大


